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【削減状況の自己評価】

ｔCO2

指標の状況

達成率等ベンチマーク

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入） 個

関連数値(令和 2対象事業の名称

基準年度

（該当事業者のみ記入）

2 ）年度

個
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ベンチマーク指標

ｔCO2

年度)

令和 2 箇年度）

製品出荷数
10,945t÷24,907,000個=0.5018kg/個

未達達成5.0

① 笠岡工場

目標削減率

975

6

）年度削減実績

計画期間：

④ 総社工場

② 総社第二工場

5

令和目標年度(

本票作成

分類
コード

事業の
概　要

④

部署名：

番号

③CO2換算3,000t以上

31

（●工場等の数 4 所 ●車両台数（②該当の場合）

笠岡市茂平1234

総社市真壁1500

台）

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

2

（令和

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

①

③ 井原工場 井原市上出部町431-3

井原精機株式会社
 715-0021

業種名：輸送用機械器具製造業

自動車部品の製造

ｔCO2

総社第二工場 総社市久代1920-2

総社工場

削減目標の
達成状況

主な工場等
の排出量

番号

10,945

②

ｔCO2

)年度排出量

17,114

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

県内の
主　な
工場等

笠岡工場

井原市上出部町431-3

管理部　安全衛生環境グループ

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

新型コロナの影響により、原単位の基となる出荷数量が昨年度比で約27%減となっている。
その中での取組みで各エネルギーの使用量削減への取組みにより大幅な達成となっている。
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③ 井原工場
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

【推進体制】

工場等の名称

　 無

その他

その他

県内で
の取組

　 無

　 無
県内で
の取組

各工場の保全部門・技術部門及び、EMS担当の総務部門が情報共有を行い、
現状に則した取組みを行える体制を維持している。
また、2021年度より、社長を委員長とした「SDGs推進委員会」を社内で立上げ、2050年に向けた具体
的な活動や目的について検討を開始した。

　 無

実施した措置及び今後の取組の内容

笠岡工場、総社第二工場

井原工場、笠岡工場、総社第二
工場

井原工場、笠岡工場、総社第二
工場

笠岡工場

全工場

笠岡工場

笠岡工場、総社第二工場

（2019年度～2020年度実施分）
※2020年度は全体的に支出を抑えたため、一部活動のみ実施

工場内照明の省エネ照明化（ライン新規設置・変更時）

油圧ポンプの自動停止化（新規設備導入時）

低稼働ラインの撤去

高効率ラインの設置、冷間鍛造の活用（ニアネットシェイプ活動推進）

（今後の取組み予定）
工場証明の省エネ照明化（ライン新規設置・変更時）
油圧ポンプの自動停止化（新規設備導入時）
低稼働ラインの撤去、高効率ラインの設置

冷間鍛造の活用（ニアネットシェイプ活動推進）

工場内熱溜まりの解消（空調機の負担減）


